
抜本的な改革に取り組まず、現行の経営体制・手法を継続する理由及び現在の経営状況・経営戦略等における
中長期的な将来見通しを踏まえた、今後の経営改革の方向性

人数等限られた現体制の中で、「水道ビジョン」及び「水道事業経営戦略」を作成し、中長期的な見通しも立てており、今
後、施設の一部譲渡や移管、廃止等も視野に入れ、計画推進している現時点において、現行体制を継続することを優先と
している。なお、広域化等の連携、推進については周辺自治体の動向を注視し、方向性を検討していく。
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湖南市 水道事業

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和7年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性
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抜本的な改革に取り組まず、現行の経営体制・手法を継続する理由及び現在の経営状況・経営戦略等における
中長期的な将来見通しを踏まえた、今後の経営改革の方向性

　現経営体制の中で、令和６年度に改定をした経営戦略を指針にしながら、中長期的な見通しを考慮しつつ、今後下水道
施設の改築・更新についても計画的に進めていく予定であることから、現行の体制を継続することを優先とする。
　なお、広域化等の連携については県や近隣市町の動向を注視し方向性を検討しつつ、またPPPについても導入の可能
性を検討していく予定がある。

●

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和7年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和7年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性



抜本的な改革に取り組まず、現行の経営体制・手法を継続する理由及び現在の経営状況・経営戦略等における
中長期的な将来見通しを踏まえた、今後の経営改革の方向性

　現経営体制の中で、令和６年度に改定をした経営戦略を指針にしながら、中長期的な見通しを考慮しつつ、今後下水道
施設の改築・更新についても計画的に進めていく予定であることから、現行の体制を継続することを優先とする。
　なお、広域化等の連携については県や近隣市町の動向を注視し方向性を検討しつつ、またPPPについても導入の可能
性を検討していく予定がある。

●

施設名

湖南市 下水道事業 特定環境保全公共下水道

団体名 業種名 事業名
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現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和7年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性



抜本的な改革に取り組まず、現行の経営体制・手法を継続する理由及び現在の経営状況・経営戦略等における
中長期的な将来見通しを踏まえた、今後の経営改革の方向性

訪問看護ステーション特別会計において現在の経営として厳しい状況であり、中長期的な視点からも改善等をしていく必
要はあるが、現在の経営体制・手法を継続することは、改善に必要な知見および人材が不足しているため抜本的な改革に
取り組んでいない。

●

施設名
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公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和7年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性


